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『楽しい学校生活』…この誰もが望むことを壊すものが『いじめ』で
す。昨年10月、大津市の中学生が自殺した問題では、改めて『いじめ』
の抱える危険性が浮き彫りとなり、また、その対応にも大きな関心が
注がれることとなりました。子どもたちを『いじめ』から救うために、
わたしたちは何ができるのでしょうか。

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
学
年
別
い
じ
め
の
認
知
件

数
（
図
２
参
照
）
を
見
る
と
、
中
学
１

年
生
を
ピ
ー
ク
に
山
型
を
描
い
て
い
ま

す
。
中
学
校
入
学
前
後
は
、
生
活
の
変

化
も
あ
り
、
特
に
目
を
配
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
期
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
月
１
回
『
深

谷
市
い
じ
め
状
況
調
査
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
（
上
図
参
照
）。
調
査
の
結

果
、い
じ
め
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、

即
座
に
解
消
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
い
じ
め
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
策
も
講
じ
て
い

ま
す
。
特
に
平
成
22
年
度
に
は
、
教
師

や
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導
や
、『
い
じ

め
・
暴
力
撲
滅
強
化
期
間
』
の
実
施
な

ど
多
く
の
対
策
に
力
を
入
れ
た
こ
と
か

ら
、
認
知
件
数
が
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
（
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
は
４
ペ
ー

ジ
で
紹
介
）。
し
か
し
、
い
じ
め
は
な

く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
じ
め
を
防
ぐ

に
は
継
続
的
な
対
応
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
早
期
発
見
・
解
消
に
は
、
学
校
だ

け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
の
か
た
の
協

力
も
不
可
欠
で
す
。
い
じ
め
で
悩
む
子

ど
も
を
な
く
す
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平

成
22
年
度
の
い
じ
め
認
知
件
数
は
全
国

で
７
５
，
２
９
５
件
（
国
公
私
立
小
・

中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
）
で
す
。
こ

こ
で
の
『
い
じ
め
』
の
定
義
は
、『
一

定
の
人
間
関
係
の
あ
る
者
か
ら
、
心
理

的
・
物
理
的
な
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
度
は
再
び
増
加
し
ま

し
た
。近
年
、子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、『
ネ
ッ
ト
い
じ
め
』
と
い
う
新
し

い
形
の
い
じ
め
が
出
て
く
る
な
ど
、
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
増
加
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
の
内
容
と
し
て
は
（
３
ペ
ー

ジ
表
１
参
照
）、『
冷
や
か
し
や
か
ら
か

い
、
悪
口
な
ど
』
が
最
も
多
く
、
次
い

で
『
仲
間
外
れ
、無
視
』
が
続
き
ま
す
。

軽
い
気
持
ち
で
か
ら
か
っ
た
つ
も
り
で

も
、
受
け
手
が
苦
痛
に
感
じ
れ
ば
『
い

じ
め
』
で
す
。
そ
の
後
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
重
大
な
問
題
に
発
展
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
現
在
表
面
化
し
て
い
な
く

て
も
、
ど
の
学
校
・
ど
の
学
級
で
も
起

こ
り
得
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
け
れ

か
ら
か
っ
た
だ
け
…

そ
れ
も
『
い
じ
め
』
で
す
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全
国
で
７
５
，
２
９
５
件

市
内
の
『
い
じ
め
』
は
減
少

今
後
も
継
続
的
に
対
応 図1：年度別いじめの認知件数（全国）表1：いじめの内容

（全国：平成22年度・重複回答あり）

図2：学年別いじめの認知件数（全国：平成22年度・特別支援学校を除く）

▲年度別いじめの認知件数（深谷市）
月1回、市内の全小・中学校を対象に、いじめに関する調査を行っています。認知件数
には、児童・生徒へのアンケートのほか、教師・保護者などからの情報も含まれます。
市のいじめの認知件数は、いずれの年度も全国平均より少ない結果となっています。
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深谷市立教育研究所
学校福祉相談員
（臨床発達心理士）
中
な か

村
む ら

佑
ゆ う

太
た

さん

子どもの不安
温かく受け止めて

　何か不安を抱えていたり、自信の持てない
子が、いじめをする（される）ことが多いです。
勉強や人間関係などさまざまな不安を少しで
も和らげてあげることが大切です。
　また、孤独を感じさせてしまうことが一番
いけません。家庭内では、積極的にコミュニ
ケーションを取り、子どもが話しやすい環境
をつくってあげてください。
　いじめはどこでも起こり得る可能性があり
ます。問題が小さいうちに、いかに対応でき
るかが重要です。早めに学校や教育研究所に
ご相談ください。一緒に解決していきましょう。

心と命を守る－予防と対策－
『STOPいじめ』

いじめを許さない
深谷市のいじめ対策

　

毎
年
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
を
対

象
に
『
い
じ
め
・
暴
力
撲
滅
強
化
期
間
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
な
実
施
内
容

①
各
学
校
で
、
い
じ
め
・
暴
力
の
実
態

に
つ
い
て
点
検
し
、
そ
の
対
応
も
含
め

て
市
教
育
委
員
会
へ
報
告

②
教
職
員
を
対
象
に
、
い
じ
め
・
暴
力

に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施

③
子
ど
も
た
ち
へ
、
い
じ
め
・
暴
力
お

よ
び
人
命
尊
重
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
級

指
導
、
道
徳
の
授
業
を
実
施

④
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
、
い
じ

め
・
暴
力
撲
滅
の
た
め
の
通
知
文
を
配
布

⑤
各
学
校
で
独
自
の
取
り
組
み
を
実
施

[

生
徒
会
に
よ
る
『
い
じ
め
撲
滅
宣
言
』

（
表
紙
写
真
）
な
ど]

　

い
じ
め
の
防
止
に
は
、
子
ど
も
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
付
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

教
員
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
支
援
者
が

学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
子
ど
も
を

見
守
る
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
・
暴
力
撲
滅
強
化
期
間

を
９
月
に
実
施

子
ど
も
を
見
守
る
体
制
を
強
化

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い

教育研究所専門員、臨床発達心理士が相
談に応じます。

無料
です

4-783740120-
フリーダイヤル

いじめ・暴力・人間関係
などの相談はこちら です

そうだん な や み な ししっかり

え0120‐ 4‐ 78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp
（ファクス・メールは24時間受け付け）

い-ネットい-ネットい-ネットい-ネット
深谷深谷

い-ネット
深谷深谷深谷

相談時間／平日午前9時～午後4時30分

子どもたちが安心して学校生活を送れるように、『いじめ
を許さない』という意識を共有し、また、いじめを長期化・
深刻化させないために、いち早く発見して迅速に対応し
ています。

1
学
校
総
合
支
援
員
を
全
中
学
校
に
配
置

　

校
長
経
験
者
を
中
心
と
し
た
経
験
豊

富
な
退
職
教
員
を
採
用
し
、
学
校
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
な
ど
に
係
る
家

庭
訪
問
や
、
保
護
者
へ
の
対
応
、
中
学

校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
補
習
授
業
の

支
援
な
ど
、幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

2
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
を

小
・
中
学
校
に
配
置

　

原
則
と
し
て
教
員
免
許
や
資
格
を
有

す
る
臨
時
職
員
を
採
用
し
、
学
習
支
援

や
学
校
生
活
支
援
、
校
内
・
校
外
の
巡

回
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3
学
校
相
談
員
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
全
中
学
校
に
配
置

　
『
学
校
相
談
員
』
は
、
中
学
校
区
の

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
臨
床
心
理
の
専
門
家

で
あ
る
『
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
』

は
、
教
職
員
や
保
護
者
へ
の
助
言
・
援

助
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の

心
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
指
導
特
別
対
策
委
員
会
の
開
催

や
、
相
互
に
授
業
参
観
を
す
る
な
ど
、

い
じ
め
・
暴
力
・
不
登
校
な
ど
の
課
題

に
つ
い
て
、情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
中
学
校
へ
の
進
学
時
に

も
子
ど
も
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

毎
月
市
内
全
小
・
中
学
校
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
『
深
谷
市
い
じ
め
状
況

調
査
』
で
は
、
学
年
別
の
い
じ
め
発
生

件
数
や
発
見
状
況
、
い
じ
め
の
内
容
の

ほ
か
、
対
応
・
解
消
状
況
に
つ
い
て
も

報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
と
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
い
じ
め
の
早
期
解

消
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
解
消
後
も
該

当
の
児
童
・
生
徒
の
状
況
を
確
認
す
る

な
ど
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
が
連
携
し
て

生
徒
指
導
上
の
課
題
を
解
決

い
じ
め
解
消
後
も
継
続
的
に
対
応

▲心を耕す掲示コーナー（豊里中学校）

1
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
は
『
深
谷

い
ー
ネ
ッ
ト
（
左
記
参
照
）』
へ

　

学
校
生
活
や
人
間
関
係
の
悩
み
、
い

じ
め
や
暴
力
を
受
け
た
と
き
な
ど
、
子

ど
も
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

2
電
話
や
来
所
で
の
相
談
は
『
教
育
研

究
所
（
☎
５
７
２
‐
９
４
５
６
）』
へ

　

子
ど
も
の
行
動
・
情
緒
、
い
じ
め
、

不
登
校
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
（
来
所
で
の
相
談
は
、
要
予
約
）。

　

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
子
は
、
学
校

や
家
族
に
相
談
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
家
庭
内
や
下
校
時
な
ど
『
子

ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
な
？
い
じ
め

か
な
？
』
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
学

校
や
市
教
育
委
員
会
（
☎
５
７
２
‐

９
５
７
８
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
い
じ
め
か
な
？
』
と
感
じ
た

ら
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

家庭でできる『いじめ』チェック
チェック項目

1 布団からなかなか出てこなかったり、
具合が悪そうである

2 学校に行くのを渋ったり、登校班の集
合場所に行きたがらない

3 服が汚れていたり、破れていたりする

4 自転車や持ち物などが壊されている

5 学校の話をしなくなる

6 友達の話をしなくなったり、いつも遊
んでいた友達と遊ばなくなったりする

7 ノートなどに「死ね」などの言葉が書か
れている

8 家族の者と話をしなくなる

9 気力をなくしたり弟や妹をいじめるなど、
急に乱暴になったり情緒不安定になる

10 なかなか寝付けないようである

▲いじめ対応ハンドブック（県教育委員会）から抜粋


